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教
主
さ
ま
お
作
　
灰
釉
茶
盌
「
　

首し
ゅ

　

里り
　

」　

【
沖
縄
土
、
琉
球
松
釉
】

何なに
ご
と
も
大おほ
み
め
ぐ
み
と
嬉うれ
し
み
て

朝あさ
な
夕ゆふ
な
に
活い
き
活い
き
て
あ
り

【 

尊
師
　
出
口
日
出
麿 

】
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大
本
総
代
・
群
馬
主
会
長　

朝　
倉 

暢　
子

火
と
水
と
土
の
ご
恩
が
形
に
な
っ
た
農

　

昨
年
の
本
誌
・
巻
頭
言（
令
和
３
年
８
月
号
）で
、
亀
岡
市
と
地
元
・
桐
生

市
の
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
夏
、
愛
善
み
ず
ほ
会
か
ら
「
み
づ
ほ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
発
酵
堆
肥
」
が
発
売

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
偶
然
に
も
、
桐
生
市
の
新
聞
に
《
学
校
給
食
・
循
環

型
に
！　

食
べ
残
し
で
、
肥
料
。
農
作
物
に
》
と
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
堆
肥

と
肥
料
は
違
い
ま
す
が
、
給
食
で
地
産
地
消
と
循
環
型
シ
ス
テ
ム
構
築
を
進

め
、
残
飯
か
ら
で
き
た
肥
料
で
、
作
物
を
栽
培
し
、
給
食
の
食
材
に
活
用
す

る
取
り
組
で
、
７
月
か
ら
、
契
約
農
家
が
作
付
け
始
め
、
11
月
以
降
の
給
食

に
使
う
と
の
こ
と
で
す
。
残
飯
が
た
く
さ
ん
出
る
と
い
う
こ
と
の
問
題
や
、

大
量
の
生
産
が
必
要
な
た
め
、
間
に
肥
料
化
の
業
者
や
契
約
農
家
が
介
在
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
子
供
た
ち
に
地
産
地
消
で
学
校
給
食
が
提
供
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
市
は
期
待
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

昨
秋
、
私
が
東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
の
中
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

八
百
屋
さ
ん
が
、
昨
年
か
ら
若
い
お
客
さ
ま
に
お
声
が
け
し
、
プ
ラ
ン
タ
ー

で
野
菜
作
り
を
勧
め
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
い
と
伺
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
み
づ
ほ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
発
酵
堆
肥
」
の
お
話
を
し
ま
し
た
ら
、
と
て

も
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
型
を
出
す
」
と
い
う
意
味
で
は
、
大
本
信
徒
に
ま
ず
お
勧
め
し
て
ス
タ
ー

ト
す
る
の
も
大
切
で
す
が
、「
餅
は
餅
屋
」
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
の
で
、

志
あ
る
農
家
の
方
々
に
も
、
一
刻
も
早
く
お
勧
め
し
て
、「
み
づ
ほ
Ａ
Ｉ
Ｚ

Ｅ
Ｎ
発
酵
堆
肥
」
生
産
ポ
ス
ト
を
全
国
に
作
っ
て
い
た
だ
き
、
送
料
等
気
に

せ
ず
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
広
ま
れ
ば
と
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
ま
で
は
、
食
物
は
体
を
作
る
素
と
し
て
捉と

ら

え
て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て

「
農
」
と
し
て
の
視
線
で
考
え
直
し
て
み
ま
し
た
。
農
作
物
は
気
候
変
動
に

因
る
だ
け
で
な
く
、
化
学
肥
料
や
農
薬
で
不
作
を
招
い
た
り
、
世
界
経
済
面

で
の
種
や
苗
の
問
題
、
そ
し
て
昨
今
の
感
染
症
や
紛
争
で
、
生
産
物
が
有
る

の
に
手
に
入
ら
な
い
事
態
は
、
私
た
ち
が
目
前
に
し
て
い
る
現
実
で
す
。

「
火
と
水
と
土
の
ご
恩
が
形
に
な
っ
た
農
」
に
つ
い
て
、
真
剣
に
考
え
て
歩

ん
で
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
瀬
戸
際
に
来
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。



四
し だ い し ゅ ぎ

大主義とは、天国天人が実践している生活
そのものです。大本では、大宇宙は神によっ
て創造された大芸術作品であり、人もまた「神
の子神の宮」であると教えられています。
普
ふ へ ん

遍の真理である四大主義の実践こそ、いま
必要なことではないかと思います。

  

99
月    

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

　　
1111
日
（
日
（
日日
）
午
前

）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

東
光
苑
月
次
祭

東
光
苑
月
次
祭

長
寿
感
謝
祭
・
交
通
安
全
祈
願
祭

長
寿
感
謝
祭
・
交
通
安
全
祈
願
祭

秋
季
合
同
慰
霊
祭

秋
季
合
同
慰
霊
祭

　　
1111
日
（
日
（
日日
）
午
後

）
午
後
77
時
〜
時
〜

全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願
祭

全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願
祭

　　
1919
日
（
月
）

日
（
月
）  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

  

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

（
配
信
）

　

講
題

　

講
題    

明
る
く
素
直
に
前
向
き
に

明
る
く
素
直
に
前
向
き
に

　
　
　

　
　
　

    

〜
大
本
の
四
大
主
義
〜

〜
大
本
の
四
大
主
義
〜

　　

講
師
講
師    

上
田
信

上
田
信
（
大
本
青
年
部
長
）

（
大
本
青
年
部
長
）

　　
2323
日
（
金
）
午
前

日
（
金
）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

三
代
教
主
毎
年
祭
（

三
代
教
主
毎
年
祭
（
3232
年
）
年
）

　　
2424
日
〜
日
〜
2525
日
（
土
〜

日
（
土
〜
日日
）
日
帰
り
に
て
実
施

）
日
帰
り
に
て
実
施

東
光
苑
大
道
場
修
行
（
前
半
）

東
光
苑
大
道
場
修
行
（
前
半
）

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座
99 ⺼⺼ 1919 日（月）日（月）19：00 〜19：00 〜

　　講師：上田信講師：上田信（大本青年部長）（大本青年部長）

明るく素直に前向きに明るく素直に前向きに
〜大本の四大主義〜〜大本の四大主義〜

大本東京本部ホームページでご覧ください！大本東京本部ホームページでご覧ください！

日　程日　程		  9 月 24日～ 25日（土・9月 24日～ 25日（土・日日）　）　前半前半
		 10 月   1 日〜  2 日（土・10月   1 日〜  2 日（土・日日）　）　後半後半
	 各日 : 午前 10時開始〜午後3時半終了	 各日 : 午前 10時開始〜午後3時半終了

会　場会　場	 大本東京本部・東京宣教センター	 大本東京本部・東京宣教センター

内　容内　容		 大道場修行初日の「大本の出現」〜３日大道場修行初日の「大本の出現」〜３日
	 目の「座談会」まで（天恩郷での「大本	 目の「座談会」まで（天恩郷での「大本
	 の使命」、梅松苑での講座を受講すると、	 の使命」、梅松苑での講座を受講すると、
	 全日程の修了となります）	 全日程の修了となります）

参加費参加費		 各日 500円（昼食費を含む）各日 500円（昼食費を含む）
		 ※別途「修行のしおり」※別途「修行のしおり」

	 　1,000 円（お持ちでない方）	 　1,000 円（お持ちでない方）

定　員定　員		 15 人（定員に達し次第、締め切り）15人（定員に達し次第、締め切り）
		 ※分割での受講も可※分割での受講も可

申　込申　込		 氏名・所属・食事・テキストの要否を明氏名・所属・食事・テキストの要否を明
	 記の上、下記までお申し込みください	 記の上、下記までお申し込みください
	 東京宣教センター愛善宣教課（担当・西山）	 東京宣教センター愛善宣教課（担当・西山）
		 Mail　k-nishiyama@oomoto.or.jpMail　k-nishiyama@oomoto.or.jp
		 T e lT e l   0 3 - 3 8 2 1 - 3 7 0 10 3 - 3 8 2 1 - 3 7 0 1
		 F a xF a x  0 3 - 3 8 2 1 - 5 2 8 3 0 3 - 3 8 2 1 - 5 2 8 3

締　切締　切		 9 月 17日（土）9月 17日（土）

東光苑東光苑  大道場修行大道場修行

マイ箸運動ご協力のお願い

　

７
月
東
光
苑
月
次
祭
は
７
月
10
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、

斎
主
・
西
山
桂
一
郎
愛
善
宣
教
課
長
の
も
と
執
行
さ
れ
、

１
５
０
人
が
参
拝
し
た
。
祭
員
は
福
島
・
栃
木
・
群
馬
・
山

梨
主
会
ほ
か
有
志
が
、
伶
人
は
二
絃
の
会
関
東
支
部
、
大
本

神
諭
拝
読
は
佐
藤
榮
栃
木
主
会
長
が
＝
写
真
上
、
東
光
庵
で

は
添
釜
が
か
け
ら
れ
千
葉
主
会
が
担
当
し
た
＝
写
真
中
。
祭

典
後
、
橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
が
あ
い
さ
つ
を
述

べ
た
。

　

な
お
１
階
ロ
ー
ビ
ー
で
は
小
物
や
衣
類
、
梅
、
塩
麹
な
ど

の
直
心
会
・
青
松
会
バ
ザ
ー
が
催
さ
れ
た
＝
写
真
下
。

東
光
苑
月
次
祭
を
執
行

大本本部では、人類愛善会活動の一環として
2020年 4月から「マイ箸運動」を推進してい
ます。
東光苑月次祭などの祭典にご参拝の際には各自
「マイ箸」をご持参ください。

自
己
を
見
つ
め
る
集
い
（
鎮
魂
と
浄
書
）

　
「
自
己
を
見
つ
め
る
集
い（
鎮
魂
と
浄
書
）」は
６
月
25
日
、

東
京
本
部
を
会
場
に
開
催
さ
れ
13
人
が
参
加
し
た
。
受
講

者
は
、
は
じ
め
に
鎮
魂
の
説
明
を
う
け
『
霊
界
物
語
』
に

よ
る
鎮
魂
、
続
い
て
浄
書
の
説
明
後

『
大
本
神
諭
』
の
浄
書
を
実
践
し
た
。

『霊界物語』による鎮魂『霊界物語』による鎮魂

『大本神諭』の浄書『大本神諭』の浄書

いと小さき人間なれど魂はいと小さき人間なれど魂は
　　　　　全大宇宙に感応するなり　　　　　全大宇宙に感応するなり

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　 （出口王仁三郎詠）（出口王仁三郎詠）


